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　平成27年　月より、関東甲信越支部、支部運営幹事の任を拝命致しました、東京都がん検診セ4

ンター消化器科の小田丈二と申します。40年余の歴史を持つ関東甲信越地方会から、日本消化器

がん検診学会関東甲信越支部となり、大きな改革が必要になっております。しかしながら支部と

しては最大の組織であることに変わりなく、今後も精力的に活動を行っていく必要があります。

さらに、検診を取り巻く環境は大きく変化しようとしており、時代の流れに合わせ、我々も大き

な変革を遂げるべき時期に来ているのではと感じております。

　日本の消化器がん検診の中心として大きな役割を担っていることを実感しながら、今後の活動

を会員の皆様とともに考えていく必要があります。

　入口支部長の元、新幹事としてどれだけお力添えできるか分かりませんが、今後の関東甲信越

支部の発展に少しでもお役に立てるよう努力していくつもりです。

　最後になりますが、がん検診に関わるすべての皆様だけでなく、受診者の皆様のためにも有益

となるような活動を行っていけるよう、そしてこの関東甲信越支部がさらに発展していくことを

祈念しながら新任のご挨拶とさせて頂きます。
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新任のご挨拶

日本消化器がん検診学会関東甲信越支部
支部運営幹事
小田　丈二
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　今年度より支部監事に就かせていただいております神奈川県予防医学協会の川上哲弘です。

　現在、「胃X線検査による胃がん検診」を取り巻く環境は、「逆風が吹いている」ともいわれる

ように、受診者の高齢化や受診者数の減少のほか、「バリウム検査以外のモダリティでの検診」な

ど大きく変化しようとしています。

　しかし、検査の主役である『受診者』側から見れば、胃がん検診に複数の選択肢があるという

ことは「受診機会の増加」というプラスの要因となるのではないかとも思われます。

　今後もバリウム検査が「受診者の利益」となるためには、すべての検診施設で『新・胃X線撮

影法ガイドライン』および、『胃X線検査受診安全基準』を遵守し、さらに精度の高い、安全・安

心なX線検査による胃がん検診を目指す必要があると思っております。

　このような状況のなか、関東甲信越支部ひいては消化器がん検診において、多少なりとも貢献

できればと思っております。

　何卒、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い致します。

ご　　挨　　拶

日本消化器がん検診学会　関東甲信越支部
支部監事
川上　哲弘
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　来年や来月、おそらくは来週の予定もおぼつかない自分にとって、10年後の胃がん検診を推測

する事など、およそ不可能と思えます。しかし、胃がん検診としての大きな変革時期と思われる

現状に対して、10年後にあるべき目標値を定めて協力し、行動し続けることが、すなわち10年後

を創り出す事に成り得るかも知れません。その為には、10年前がどのようであったかを考え、現

在に至るまでの経緯を確認する事で、10年先の未来が多少予測し易くなります。

　「新・胃X線撮影法（間接・直接）ガイドライン」が発行された2005年当時に、全国の撮影法が

バラバラであった事を考えると、今から10年後には読影基準がほぼ浸透していても何ら不思議に

は思えません。むしろ標準化されていなければならないと感じます。つまり過去の認識とは、今

後の活動目標を適正化する上で重要な参考要素であり、本年度より新体制に移行する放射線研修

委員会にとって、まさに温故知新の姿勢が大切であると思えます。

　放射線研修委員会の前身である放射線部会の歴史の中で、私が知り得る限りでの後世に語り継

ぐべき内容として、1）学術集会の歴史、2）市川平三郎賞、3）レベルアップセミナー、そして

4）造影研修会が挙げられます。

　学術集会は1972年に第　回が開催され、43年間継続されてきました（資料　参照）。永きにわた1 1

り放射線部会の活動にご尽力された諸先輩方に畏敬の念を抱くと同時に、時代とともに進化する

胃X線検査の最先端を議論し続けてきた貴重な機会を、本年度は支部運営上の問題で開催出来な

かった事が非常に残念であります。今後の10年あるいはそれ以降において、本学会として社会に

貢献すべき活動を、内部の事情によって決して妨げてはならないとの認識を貫くべきであると考

えます。

　市川平三郎賞は、関東甲信越放射線部会独自の表彰制度でありますが、歴代受賞者の方々（資

料　参照）は、非凡な才能の持ち主というより「胃X線検査に対して圧倒的な情熱をもって取り2

組まれた人達」との受賞理由が共通点ではないかと思えます。

　レベルアップセミナーは、2007年より　年間で計32回（資料　参照）、その他読影勉強会、認8 3

定技師講習会と合わせ計42回開催されました。少人数制でのグループリーディングや積極的な

都外開催による各地放射線技師会や消化器研究会との合同開催など、初級者を対象とした基準撮

影法の普及や読影の補助の基盤整備を主な目的とし、胃がん検診専門技師の取得者増加や事後教

育に貢献しました。32回での総受講者数は2114名、内非会員は41.1％にあたる872名、また、受講

者の平均経験年数　.1年と、まさに初級者から中級者が受講中心でした。結果、関東甲信越地方6

10年後の胃がん検診を見据えて

日本消化器がん検診学会関東甲信越支部
支部運営幹事
見本　真一
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会における放射線技師会員数としては、胃がん検診専門技師制度を開始した2001年には708名で

したが、レベルアップセミナーの開始に伴い2007年時点の942名から2012年には全会員数の77％

にあたる1432名に増加しました。（資料　参照）4

　造影研修会は、1987年から開始し2014年度の第37回をもって、一旦終止符となりました。（資

料　参照）全国レベルでの消化器がん検診プロフェッショナルを養成する場として、合宿制によ5

る検診現場での情報交換を含めた教育環境を提供して参りました。これは提唱者である市川平三

郎先生の意志を、我々放射線技師が時代変化を包括しているとも言えるスタイルで固持継続して

きた事に由来します。近年、やはり支部運用規定にそぐわないとの理由で、その継続が困難とな

り次世代的な改善が求められております。しかし、現在の胃がん検診での中心的人材のほぼ全て

が本研修会卒業生でもあり、後継者育成における重要な事業である事は否定出来ません。

　総じて、放射線部会の活動を振り返ると、「教育環境の提供」ではなく、「関心を高める共有ス

ペースづくり」であったかと思えます。しかしそれらは先人達が築き上げた業績であり今後10年

の目標では無い為、我々に課せられる命題は、過去を基盤に新たな消化器がん検診の将来像を構

築する事に他ならないと感じます。その為には、本学会の理念を理解し支援しうる人材の育成と、

現代の英知を集約した検診システムの検討が肝要と思われ、新規体制の下、画期的な事業活動を

展開していきたい所存であります。
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資料　1
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資料2

資料　3
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資料　4
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資料　5
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　この度、日本消化器がん検診学会関東甲信越支部運営幹事を拝命することになりました、ちば

県民保健予防財団総合健診センターの山口和也です。ニュースレターの編集委員長も担当してい

ます。

　消化器がん検診の長い歴史の中、バリウムを用いた胃集団検診から、大腸がん検診、肝胆膵腎

を対象とした腹部超音波検診、胃内視鏡検診といった多様な検診を当学会でも扱わなければなら

なくなり、いわば大転換期が訪れています。

　検診は行政が主導する対策型検診と、国民個人が主体的に受診する任意型検診があります。

各々の検査技術の進歩、機械の進歩には目を見張るものがあります。一方、受診者の側も、若年

者のピロリ菌感染率の低下、ピロリ菌除菌、肝炎ウイルス対策などが進み、日本人におけるがん

発生の特徴が変化しています。この状況の中、検診に対する行政の打ち出す政策の転換・変更に

よって、国民の意思、好みが変わってくることが十分に想定できます。技術の進歩や、がん発生

の特徴を学会の場を通して、会員の皆様に共有していただき、世の中の変化に対応する十分な準

備をしていただきたいと考えています。

　消化器がん検診は、医師が　人いるだけでは行うことができません。検診に関わる多くの職種、1

すなわち医師、看護師、技師、事務官のみなさんが協力して、受診者を取り巻く組織が作られて

初めて検診が機能します。当学会は検診に関わる多くの職種のみなさんが一同に会し作り上げて

きた学会です。この特徴を生かし、さらにこの独自性を発展させていきたいと思います。丁度胃

がん検診の方法を見直そうという動きが出つつあります。見直すにしても検診組織がうまく働く

ように、地域各々の状況を確認しながら計画を立てていく必要があると考えます。組織をうまく

コントロールできず破綻してしまうと、受診者が一番混乱してしまいます。

　地方支部は、全国支部よりもより受診者に近い臨床現場に役に立つ情報を共有する場であるべ

きだと思います。関東甲信越地区も広いですので、せめて各都道府県単位で研修会、セミナーが

開催されることを目指したいです。

　今後ともみなさんのご協力をお願いいたします。

日本消化器がん検診学会関東甲信越支部のこれから

日本消化器がん検診学会関東甲信越支部
支部運営幹事
山口　和也
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　この度、関東甲信越支部の監事を務める事になりました早期胃癌検診協会の中島寛隆と申しま

す。これまで一会員として学会に参加してきましたが、ご指名を賜り支部運営の末端を担うこと

になりました。謹んでご挨拶申し上げます。私の専門は消化管領域で、主に胃がん検診のX線読

影と内視鏡検査に従事しています。本邦における胃がん検診は50年間にわたり日本人の胃癌死

亡率減少に寄与してきました。しかし、その中で大きな存在を示してきたX線法が岐路に立たさ

れ、現在では検診を運用する中で多くの課題が浮かび上がっています。具体的には胃がん検診方

法の多様化とそれらに対する精度管理や有効性の評価、対象者の選定、そして若年者の胃癌罹患

率が減少していることへの対応などが挙げられます。私は胃がん検診について新しい方向性を話

し合いそして情報を発信するには、日本消化器がん検診学会最大の支部である関東甲信越支部の

役割が大変に重要だと考えています。更には他の消化器がん検診においても、本支部の役割は同

様だと思っております。微力非才の身ではございますが、支部の運営に少しでもお役に立てるよ

う全力を尽くす所存です。何卒、御指導と御鞭撻を賜わりますよう宜しくお願い申し上げます。

新任支部役員のご挨拶

日本消化器がん検診学会関東甲信越支部
支部監事
中島　寛隆

（なかしま　ひろたか）



消化器検診 Newsletter 平成27年10月30日　　　13

Newsletter100号に寄せて
佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉

　消化器検診Newsletter100号発刊おめでとうございます。100号には関東甲信越支部（地方会）

40周年を迎えての特集記事の完結編と第75回日本消化器がん検診学会関東甲信越支部地方会の

お知らせ、プログラム、各県単位のセミナーのご案内、ハンズオンライブデモンストレーション

などさまざまな行事を掲載していただきました。学会は400名を超える先生、会員の皆様の出席

をいただき盛会裏に終わることが出来ました。多くの方のご支援、ご協力により会が運営されて

いることを深く感じ、改めて感謝申し上げます。インターネットの普及により情報が得られやす

くなった一方で、手元にあった保存版Newsletterを何らかの折に振り返り眺めていますと、当時

の苦労や思い出をより鮮明に思い起こさせてくれます。能動的にアクセスしないと得られないイ

ンターネット情報は忙しさに見逃してしまうことも起こりがちですが、今まで関心がなかった

ユーザーへの発信の可能性も秘めています。会員にメールで発刊時期に連絡いただけるとさらに

確認しやすくなり活用の幅が広がるのではないかと思います。今後も両者の特性を生かした情報

発信源として活用させていただきたいと思います。編集委員の皆様には多忙の中を編集、構成、

修正までチェックしていただき学会、セミナーの正確な広報に力を注いでいただき感謝します。

特集も超音波委員会に関わってきたものの1人として、その歴史が集約されている記事が多く興

味深く読ませていただきました。

　1971年に設立された歴史ある関東甲信越地方会の学会、広報誌ともに益々の発展を願い私個人

としても協力していきたいと思います。

山梨県厚生連健康管理センター
依田　芳起
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第75回 日本消化器がん検診学会
関東甲信越支部地方会を終えて
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　去る平成27年　月29日アピオ甲府に於いて第75回日本消化器がん検診学会関東甲信越支部8

地方会を開催させていただきました。平成24年　月の代議員会にて神奈川、茨城の次は山梨と3

のお話をいただき、藤野雅之（前山梨大学教授）先生に背中を押され、会での承認をいただき

ました。神奈川で開催された第73回会長、増田英明（三ツ沢ハイタウンクリニック）先生や第

74回会長、上甲宏（水戸医師会・上甲医院）先生の地方会に参加し、運営を当センター職員と

学ばせていただきました。また歴代の地方会会長を勤められた第72回会長、中島美智子（埼玉

医科大学）先生、第67回会長、髙田悦雄（獨協医科大学）先生にもアドバイスいただき、先生

方の助言が今回の地方会が盛会裏に終えることが出来る原動力になったと考えております。

　本年のテーマ『消化器がん検診の精度向上を目指して』を実践していくうえで重要なプログ

ラムを選定させていただいたつもりです。放射線委員会のシンポジウム「精度向上のための理

解しやすい読影基準とは」、特別講演、ランチョンセミナーのヘリコバクター・ピロリに関する

講演も検診精度に大きく影響する内容でした。腹部超音波カテゴリー分類の使用経験と活用法

も今後の超音波検診の精度向上に大きく影響をする内容であり、施設間、技師間格差を無くし

ていく上で大きな一歩と考えています。更なる浸透を図るべく継続したディスカッションが必

要であると思います。保健衛生部会の胃X線検診安全基準についても今後の検診体制を見直す

上で重要な内容であり、施設間で共通の基準を共有できるよう学会としても取り組んでいく必

要性を感じました。有料参加者394名その他講演者、招待者、スタッフ合計470名の方々に支え

ていただきました。

　今回の地方会の中で議論を尽くすことが出来なかった部分もあるかと思いますが、今後継続

していく支部地方会の中でさらに内容の充実した会にしていただき深めていただければ任を果

たせたと感じています。多くの会員の皆様、プログラム委員、協賛、後援を賜りました団体の

皆様に御礼申し上げます。今後の消化器がん検診学会の更なる飛躍のため微力ではありますが

尽力していきたいと思います。

山梨県厚生連健康管理センター
依田　芳起
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超音波スクリーニング研修講演会2015有明のご案内

■会　期：平成27年12月12日（土）　午前　時25分～午後　時40分9 4

　　　　　　＊開場・受付開始：　時30分から8

■会　場：TOC有明ウエストタワー20階　コンベンションホール（WEST　GOLD20）

　　　　　東京都江東区有明3‐5‐7

　　　　　　＊埼京線・りんかい線『国際展示場』駅より徒歩　分3

　　　　　　＊ゆりかもめ『有明』または『国際展示場正門』駅より徒歩　分4

　　　　　　＊アクセス　http://www.toc-ariake.jp/conv.html

■参加費：5,000円　事前登録不要

■主　催：特定非営利活動法人　超音波スクリーニングネットワーク（理事長：桑島　章）

■共　催：日本消化器がん検診学会／日本総合健診医学会

■連絡先：超音波スクリーニングネットワーク事務局

　　　　　E-mail：us-net@pl-tokyo-kenkan.gr.jp
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＊超音波検査士更新　点が付与されます。5
＊ランチョンセミナーで軽食（800食限定）の用意をしています。
＊超音波関連書籍の展示販売を行います。

09：25　　　　　 開会の辞　　理事長　桑島　章

09：30～10：15　『腎・膀胱』

　　　　　　　　 講師：関口　隆三（東邦大学医療センター大橋病院）

　　　　　　　　 司会：鳥海　修（関東中央病院）

10：30～11：15　『胆道』

　　　　　　　　 講師：岡庭　信司（飯田市立病院）

　　　　　　　　 司会：合木　祐美子（新赤坂クリニック）

11：30～12：15　『頸部領域…甲状腺・リンパ節他…』

　　　　　　　　 講師：宮川　めぐみ（虎の門病院）

　　　　　　　　 司会：矢島　晴美（東京都予防医学協会）

12：45～13：30　ランチョンセミナー

　　　　　　　　 『基礎と臨床の接点　USスクリーニングに必要な超音波の基礎』

　　　　　　　　 講師：佐々木　博（国際医療福祉大学）

　　　　　　　　 司会：若杉　聡（亀田総合病院）

13：50～14：35　『肝臓』

　　　　　　　　 講師：森　秀明（杏林大学医学部付属病院）

　　　　　　　　 司会：小川　眞広（日本大学病院）

14：50～15：35　『乳腺』

　　　　　　　　 講師：何森　亜由美（高松平和病院）

　　　　　　　　 司会：谷田部　眞由美（新赤坂クリニック）

15：50～16：35　『膵臓』

　　　　　　　　 講師：平井　都始子（奈良県立医科大学附属病院）

　　　　　　　　 司会：桑島　章（PL東京健康管理センター）

16：35　　　　　 閉会の辞　　副理事長　岡庭　信司

プログラム　  …USスクリーニングに必要な知識…



消化器検診 Newsletter 平成27年10月30日　　　17

　第　回ザ・ベストイメージングコンテストは、平成27年　月29日、依田芳起先生（山梨県厚生8 8
連健康管理センター）を大会長とし、第75回日本消化器がん検診学会関東甲信越支部地方会の超
音波研修委員会学術集会において開催され、皆様のご協力のもと盛会裏に終了することができま
した。
　コンテストは今回で　回となりました。これまでに応募いただきました症例も200点を超え、8
地方会の行事として定着してきた感があります。回を重ねるに従い、装置の調整を的確に行い、
超音波の特徴を捉え描出したハイレベルな画像が多く見られるようになりました。今回も、日常
の超音波検査の中で遭遇した症例の中から、自慢のベストショット25症例の応募をいただき審査
が行われました。検診からの症例でも、画像を拡大したうえで高周波を使用し、病変部が鮮明描
出された素晴らしい画像が集まりました。審査は例年と同様、学術集会参加者の投票により選抜
された応募作品の中から、専門医の先生方の審査意見も踏まえて活発な討議が行われ、各賞が決
定されました。決定しました最優秀賞、優秀賞、特別賞を獲得された皆様のお名前と、画像を以
下にご報告いたします。
　応募して頂きました皆様および当日審査に参加して頂きました皆様ありがとうございました。
御礼申し上げます。次回も多数のご応募よろしくお願い致します。

横浜総合健診センター　中村　稔　
早期胃癌健診協会　　　山本　美穂

第8回　ザ・ベストイメージングコンテスト 結果報告

最優秀賞

記録者：鳥海　修

所　属：公立学校共済組合関東中央病院

装　置：東芝　Aplio　500

周波数：8.0　MHz

症　例：胆嚢癌

記録者コメント

　病変が浅い所にあるので最初は見逃しそうにな

りました。
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記録者：内海　良太
所　属：亀田総合病院
装　置：東芝　Aplio　500
周波数：6.0　MHz
症　例：胃粘膜下腫瘍（GIST）
記録者コメント
　胃角部の類円形低エコー結節像、第4層固有
筋層との連続性を認めました。

優 秀 賞 特 別 賞

記録者：佐藤　雅之
所　属：山梨県厚生連健康管理センター
装　置：アロカ　SSD-5500
周波数：5.0　MHz
症　例：日本住血吸虫症痕跡
記録者コメント
　山梨県ならではの所見です。



消化器検診 Newsletter 平成27年10月30日　　　19

第11回 千葉県消化管画像づくり研究会開催のご案内

千葉県消化管画像づくり研究会
代表世話人　　坂本　弘一

　下記のとおり第11回千葉県消化管画像づくり研究会を開催いたします。
　当研究会は当時千葉県内に消化管の学術集会がなかったことから、平成17年に県内の放射線技
師により結団されました。そして千葉県内の消化管造影精度の底上げを目指し、初心者にもわか
りやすく基礎も学べるような研究会を行っています。
　千葉県内外問わず、すでに消化管造影に取り組んでいる方はもちろん、これから取り組もうと
されている方や興味をお持ちの方はどうぞお気軽にご参加ください。
　今回は千葉診療所にて開催いたします。
　また研究会終了後に情報交換会（18：30より）を予定しておりますので、そちらもどうぞよろ
しくお願いいたします。
　なおこの研究会は日本消化器がん検診学会認定「胃がん検診専門技師」資格更新単位が　単位2
付与されます。

記
期　日：平成27年10月31日（土）
　　　　15：00～18：00（受付開始14：30）
会　場：一般社団法人　千葉衛生福祉協会
　　　　千葉診療所　会議室（　F）7
　　　　千葉市中央区院内　丁目8-121
参加費：1000円　（事前申込不要）

以上
事務局：公益財団法人ちば県民保健予防財団　集検放射線課　 石  井 　 崇  雄 

いし い たか お

　　　　Tel：043－246－8602

プログラム

Ⅰ．メーカー講演　　　15：00～15：50
　　『　上部消化管検査におけるリスク管理について　』
　　　　伏見製薬株式会社　　　　　　竹内　修平　先生

Ⅱ．教育講演　　　　　16：00～16：50
　　『　ズバリお話します！ピロリとABCリスク分類・攻略の極意　』
　　　　東京都がん検診センター　　　水谷　勝　　先生

Ⅲ．症例検討会　　　　17：00～18：00
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編集後記
　日本消化器がん検診学会関東甲信越支部は、支部長に入口陽介先生が就任し、支部運営幹事、
監事の交代、追加が行われました。挨拶としての原稿を執筆していただき、今号と次号にわた
り掲載させていただきます。依田芳起先生には、「Newsletter100号に寄せて」と「第75回日本
消化器がん検診学会関東甲信越支部地方会を終えて」を執筆していただきました。先生方の熱
い思いが会員の皆様、ホームページでは全世界の皆様がごらんになれる様になっていますので、
世界中に届けば良いなと思っています。75回地方会は山梨県厚生連健康管理センターのス
タッフの皆様が、かなり前から一致団結して準備なさって本番に臨んでいたのが良くわかりま
した。
　学会の予算の関係で、各研修委員会の主催、共催するセミナー、研修会が限られた数となっ
ています。「超音波スクリーニング研修講演会2015有明」と「第11回千葉県消化管画像づくり
研究会」のご案内を掲載させていただきました。
　第75回日本消化器がん検診学会関東甲信越支部地方会で行われた第8回ザ・ベストイメージ
ングコンテスト結果も掲載させていただきました。通常業務をしながら、写真を選んで応募す
ることのご苦労は良くわかります。今年も期待通りの写真が集まり、ほっとしました。次回の
76回地方会でも開かれるでしょうから、腹部超音波検査に従事している皆様は準備しておいて
下さい。
　私は千葉大学医学部の卒業生です。学生時代講義を受けた医学部本館は、第二次世界大戦の
中、千葉の空襲で、医学部キャンパスの木造建築が軒並み消失した中、焼けずに残った煉瓦造
りの重厚な建築物です。現在の病院ができる前には病院として使われていました。バリウムの
二重造影、エタノール注入療法、胆石の土屋分類等の研究、開発の舞台でした。この建物も、
耐震性の点で取り壊しの話が出ているそうです。時代の変わり目を色々と感じる今日この頃で
す。次の時代へ目を向けて皆さんと進んで行きたいです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公益財団法人ちば県民保健予防財団
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総合健診センター消化器科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口　和也

■編集委員会■
編集委員長　山口　和也
編集委員　　小田　丈二　　岡田　義和　　神宮字　広明　　山本　美穂　　
　　　　　　石井　崇雄　　木村　友子　　渡邉　綾子 （非売品）


